
①圃場　ハウス②試験内容 ③開始日 ④終了予定 ①第４　A ② ③ 2023/8/30 ④ 2024/8/10

①第４　B ②ミニトマト品種比較試験 ③ 2023/7/28 ④ 2024/6月 ①第４　C ②大玉トマト品種比較試験 ③ 2023/7/28 ④ 2024/6月

①第４　D ②バラエティートマト品種比較試験③ 2023/8/27 ④ ①第４　E ② イチゴ栽培試験 ③ 2023/9/7
2023/9/20 ④

①第４　J ② ③ 2023/10/3 ④ 2024/6月予
定 ①第４　I ②高糖度ミニトマト品種比較試験 ③ 2023/8/18 ④ 2024/7月

-

前作の結果は、トピック記事をご覧ください。

次作は10/3定植予定。品種は埼玉原種の
「S-40」を栽培し、栽植密度と葉面積の最適
値
を検証します。

8/18定植

8/18に定植を行いました。
高糖度トマト専用の肥料処方を使い、給液EC2.0
からスタート。9/22現在3段開花でECは約4.0まで
上げています。

丸屋根で非常に暑いハウスのため、毎年初期草
勢が乱れやすいですが、今のところ芯止まり等も
無く順調です。年内にECは7.0まで上げて、糖度
は9度以上を目標とします。

8月27日定植

芯止まりが発生した影響で、開花が遅れてし
ましました。現在、品種により差はありますが
3段目が開花しています。

9/7にクラウン温度制御試験、9/20に品種比
較試験、資材試験等の定植行いました。
ハダニが発生したためチリカブリダニを放飼
しています。
給液量は200cc/株、EC0.4前後で管理をして
います。

キュウリ 準備中 準備中
高糖度
ミニトマト

圃場写真① 圃場写真②

ココバッグによる多収技術開発
栽植密度・葉面積管理試験

現在、開花段数は8～9段。
高温等の要因が重なり、草勢が弱くなりまし
たが葉面積を増やし、葉面散布等で対応して
います。
給液量は約1200cc/株、EC2.0前後、排液は
20％になるように管理しています。

7月28日に定植を行いました。
現在、開花段数6～7段。
早い品種で、収穫が始まっています。

裂果が多く発生している状態で
水の管理に気を付けると共に、
品種による差を確認していきます。

バラエティー
トマト

イチゴ

直近の環境データ・管理方法（晴天日）

※特に表記のないものは
設定と実測の温度を示しています

今月の状況
と

今後の管理

8/30に定植しました。
今年は、ココバッグ通常タイプ、試作の「ミニ」、
ロックウールで比較試験を行います。
また、列中央に「クレオメ」を定植し、コナジラミの
天敵であるタバコカスミカメを放飼して、防除を行
う計画です。
9月22現在で1段目が開花。日中高温が続いてい
ますが、日射量が急激に減少するので遮光はな
るべく止めていくように管理します。

ミニトマト 圃場写真① 圃場写真② 大玉トマト 圃場写真① 圃場写真②

農場通信　2023年　10月号 2023/9/25

トヨタネ研究農場の「今」をお知らせ！　　圃場の写真と、環境データ・管理方法も合わせてご覧ください！

品目

圃場写真① 圃場写真② 大玉トマト 圃場写真① 圃場写真②

ココバッグ展示
天敵によるコナジラミ防除試験

栽培中

栽培準備中

今月最終
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①第1　Q ②コマツナ品種比較試験 ③ 2023/7/20 ④ 2023/10月 ①第３　M ②アスパラガス栽培試験 ③ 2023/6/2 ④周年

①第６　露地 ②キャベツ品種比較 ③ 2023/8/23 ④ ①第7　露地 ②緑肥試験 ③ 2023/4/13 ④

①第８ ②高糖度栽培収益確認試験 ③ 2023/8/18 ④ 2024/７月下旬 ①第２　露地 ②ブロッコリー品種比較 ③ 2023/8/21 ④

8/18に定植しました。
品種は麗旬、台木はアーノルドになります。
今作は「高糖度トマト安定生産技術開発」の３年
目となります。1、2年目で肥料処方や日窒素施用
量の最適化を行い、３年目は増枝による増収技
術の確立を目指します。
目標糖度は７度以上で収量は反あたり18トンで
す。
収獲開始は11月初旬頃を見込んでいます。
9/22現在、2段開花。給液EC4.0程度。

1作目：7/25播種　8/21定植
2作目：8/16播種 　9/15定植
3作目：8/29播種　9月下旬定植予定
4作目：9/12播種　10月定植予定

1作目の追肥を行いました。
害虫による食害がありますが、
防除により対応を行います。

冬キャベツ
①年内作　8/23定植
②年またぎ作　9/5定植
③年明け作　9/20定植
④3～4月作　9月末定植予定

春キャベツ
　年明け作　9月末定植予定

各作型、順次定植を行っています。
害虫による食害が見られましたが防除によって
抑えられています。

4/13　播種
7/10　緑肥すき込み
8/30 　キャベツ定植

8/30にキャベツの定植を行いました。
緑肥の効果検証のため通常の施肥量(窒素)を
2割減らしています。
天候不良により定植が遅れたためか活着不良
が所々で見られます。
各緑肥による差は今のところ確認できておりま
せん。

高糖度トマ
ト

圃場写真① 圃場写真② ブロッコリー 圃場写真①

9/7に播種を行いました。 収穫調査は、10月を予定しています。
見学も受け付けております！

アスパラの「枠板式栽培」の実証試験。
枠板で隔離したベッドにココバッグの中身を入れ
て養液栽培をします。
空きハウスで無加温作物の一つとして提案できれ
ば面白い。品種も新しいタイプ3種類を含む、計6
種類試験します。
今作は株を育てて、収獲は来年春からです。
油断していたらヨトウが発生し、新芽をかなり食べ
られてしまいました！

キャベツ 圃場写真① 緑肥 圃場写真① 圃場写真②

コマツナ 圃場写真① 圃場写真②
アスパラガ

ス
圃場写真②
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標準仕様（奥行C鋼）

誘引角パイプ

22Φ直管パイプ

C鋼 60x30

40Φ暗渠パイプ+砕石

あぜ板（安全興業）

ココバッグ培地
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